
 

 

 

 

 

 

 

１１月は＜嶮山すこやか月間＞です！ 

校長 山口 昭代 

先月には、子どもたちが一生懸命、心を込めて取り組んできた運動会を、大成功のうちに実施す

ることができました。これも、ひとえに、保護者、地域のみなさまからのあたたかくも力強い応援、

声援、ご支援のおかげと、心から感謝いたします。ありがとうございました。  

また、先週には、すすき野町内会の「運動会」、もみの木台自治会の「もみの木フェスタ」等も

行われ、嶮山小の子どもたちが夢中になって、楽しみに参加する姿に触れることができました。様々

な地域行事を通して、子どもたちはこのまちや人々との貴重なかかわりを、数多く経験しているこ

とを感じます。 

さて、１１月は、嶮山小学校でも、学校の特色を生かした活動や行事がたくさん予定されていま

す。例えば、体育的・体験的な行事や活動と食育と読書週間、そして「歯・口・姿勢」を通しての

「かむピカ活動」等です。 

その多くが、心と体の健康を目指す子どもたちを支えるものとなっており、単発で個別に行われ

る活動ももちろんありますが、今年はそれぞれの関連性を探りながら、縦に横に、絡み合わせなが

ら、そのどれもが子どもたちの健康を願って設定されていることを教職員が強く意識して、重点を

かけて「健康＝すこやか」というとらえで、指導の推進を図ることを決めました。 

保護者のみなさまにも、ご理解をいただき、ご家庭での子どもたちの心と体の「元気」「健康」

をじっくりと見つめられるきっかけとしていただけましたら幸いです。 

子どもたちが自分自身の力を信じて、いまできる精一杯を余すことなく発揮すること、困難に思

われることにも挑戦してみようと努力を継続すること、自分や友達や家族、周囲の人々のよさを素

直な気持ちで受け止め大切にできること、学ぶことの面白さに気づき、夢中になって探求するこ

と・・・それらの土台になっているのが、すこやかな心と体です。子どもたちにとって健康は目的

でなく自分を築き、夢を叶えるために、なくてはならないものです。子どもたちの「生きる力」は、

強靭で柔軟で賢く粘り強いものであってほしい。そのために必要なものは知・徳・体バランスのと

れた、すこやかな心と体に他なりません。 

１１月は、縄跳び朝会、６年生市の体育大会、４年生区の音楽会、八校授業参観、学校保健委員

会、地域清掃、理科・生活科の重点授業研、就学時検診、そして WAIWAI フェスタがあります。

それらと絡めながら、食育では、「和食の日」「出汁（だし）を味わう」「食パンに蜂蜜をつけて・・」

（「くまの子ウーフと蜂蜜」より）が予定されています。そして、読書月間のテーマは「本を開く

とおいしいものが・・・」子どもたちが読書の世界で見つける食との出会い、食の楽しみや関心を、

書物を通して実感してくれたら嬉しいことです。そして学校保健委員会は今年も全学年児童開催。

「歯と口」を入り口に、「よい姿勢」を身に付けて手に入れる自信と本物の健康。保護者、地域の

みなさまとの連携、協働で、嶮山小学校の健康教育、しっかりと始動します。どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

夢をえがこう 自分をえがこう 嶮山あったか ハーモニー 
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